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特にを意していたださたいこと 

(安をのために必ずお守りください）1〜3 


使巧する場所 


各部の名称 


4〜6 


使巧前の準備 


7〜9 


使巧方を（使いち) 


まを装置 


このたびは、コ□ナ5ミ由ス I -ーブ （ UH 型）を 
お買いあげいただき、まことにありがとうござ 
いました。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いになるちびい 
つでも見られる所に「保証書」‘「工事説日月書」 
となに大切に保管しでください。 


その他の装置--- 

曰萬の点検-寺入れ- 

定期点検-- 

巧障 > 異寓の見分け方と姐置方を 
部品交換のしかた——--—— 
保管（長期間使用しなレ場さ）一 
化様--—— 


9〜15 
——16 
-17 
18〜20 


21〜22 


アフターサービス 


据无巧け 


_ - - Q 〇 

と〇 

一23 
24〜25 
——25 
26〜30 



株ぶ舍な 








































特に注意してりただきた L にとほをのために約ホ守りくださし、) 


笛 (WARNING) 


この取お説明塞および製品への表示では、製品をま全に正しくおをいいただき、あなたや化の人々への危害や財産への 
損害を未がじ防止するために、いろいろな絵表示をしでいまず。その表示と意味は巧のよラ I こなつでいまず。巧客をよ 
く巧解しでから本文をお読みください。 
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力ーテン-可燃物近接禁止 

力ーテンや燃えやすいちのを 
近ブけないでください。 

火災び発をするおそれびありク 、 J 
ます。巧燃物との離隔お離にド 
ついでは標華据无巧け回例 12/1 

(26 ぺージ)を参照しでください 。I 




給油時消义 

給ミ由は、必すミ肖火しでからお 
こなつでください。 ^ 

乂ぶのおそれびあります。 


ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶巧に使巧 
しないで < ださい。 

义災の原因になります。 


給排気筒トップ閉そくち険^^^^; 

給お倚筒トップの周りび雪でふさび \J . 
れたままで使巧しないでください。 fS ] 臥^- 
ふさびれでいるときは、除雪しで - ^ TV • < 

ください。閱そくしでいると運起 を^で^ ; 

かこ排ガスが室のにちれで、 >• 一しづ Xj ミ 

危陕です。 

温風吹出□をふさがない : 

巧類、紙などで温風职化□や V ^ : 

空気お入□をふさがないでく I 1 

ださい。 4 M < 

巧類、紙などでふさぐと、乂 ♦ ^ L \ 

がの原因になります。 ! 

低温やけどに注意 

長時間皮廈の同じ場巧に魄れないでください。^ 

■ ' 一一. .‘ .•つます 0 


給排気筒僧、ホ-ス）外れ危険 

給排気筒（管、ホース）び外れ 
たまま使用しないでください。 
がれでいると運転を【こがガス 
び室のにちれで、危険です。 

巧類の乾燥最禁 ^^ 

巧類などの乾燥には使巧しな 
いでください。 

巧類び落下しで乂びつさ、乂 
おの原因になります。 


スプレー宙厳禁 

スプレー 击や力た ッ トこんろ 
用ボンベなどを、温風のあたる 
ところに放置しないでください。 
熱で法の圧でが上がり、 i 

爆発して危険です。 ' 














左 


ネ刃めてお使いになるときのミ主意 

ネ刀めでお使いになるとぎは、耐熱塗料などか‘焼さ i 
巧くまで煙と臭いが出ます。しばらくの間、窓を 
あけで部屋の換気をおこなって<ださい。 

また、ル鳥やか動物などじ影響ずる場合び考えら 
れますので、この間は部屋に入れないでくださし、。 

mi mm • 不東液) iDi 割こミ主意 ,八 

幼招の手の届かない巧に保管 // I 

しでください。 

万一、飲んだ場台には化かせ 
で、医師の診断を受けでください。^ 

シスターンの水位にミち意 〇 ^ . 

循環がは、上限か位た(上入れないよラ ：: ぁ\ 

を意しでください。 ： を 

あふれる場さびあります。 ^ 


〇 

孟 

〇 


電源の接続 

電源は適正配線された筆巧1日 0 V のコン t ントが 
外は使用しないでください。発熱-発义の原因に 
なります。電源コードは、途中で接続したり、延 
長コードの使巧-他の電気器具とのタコ足配線を 
しないでください。発熱•発乂の原因になります。 

カーぺットのはがれに注意 ^ 

力一ぺットびすれたりめくれた ザ S 

まま使用しないでください。 

巧パネルに直接雜れるとやけど〜 

のおそれびあります。 心 


フィルタをはずしての運転禁止 

巧流巧送風機のフィルタをはすしたが態で運転し 
ますと、カーテンなどを巻きこんで义災じなるお 
それびありまず。 

また手などふれるとけびをずるおそれがあります。 


0 


'な油の保管 

な油は、乂気、雨水、ごみ、高温および直射曰化 
をさけた場所に保管しでください。 

ガソリンなどといつしよにな管しないでください。 
誤つで使用すると異萬燃焼や乂災のおそれびあります。 


〇 


指や擇を入れないで 

温風吹化□や空気取入れ□などに指や異物を 
入れないでくださし、。 

クガや义おの原因になります。 


0 


変質な油禁止 

変質な;'を、不純な油（ちれた巧な、化の混じつ 
でいるな巧など）を使巧しなレでくださレ。 
異常燃焼のおそれが'あります。 


0 


腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないで (\) 

ください。機器の故障ややけどのおそれびありまず。 

機器の上に巧びんや水を入れたちのなどを置かない 
でください。水びかかると漏電や故障のおそれびあります。 


電源コードを傷めない Q / Tn !電源プラグは確案に差しこむ 

電源コードに無理な力を加えた \ J 電源プラグはコンちントに根元まで確実 fi 
4ぃ物 S 卜づニグを化^ コン fe ントは使巧しないでください。 

ミ貨.ま己、ミフ貧抜く /が^ ，乂ぶの原因になります。 

とさは、」ートを?^っこ引さ めれた手でのあき差しはしないでくださし 

あびないでくにさい。火がや感電の原因に W ります。 感電の原巧し一なります t _ 

長期間使用しないときは電源プラグを抜く電源プラグのお手入れをずる 


改造使用の禁止 

改造しで使巧しないでください。また、ストーブ 
や給が気筒には床暖房巧の熱交換器などをお0巧 
けないでくださし、。 

火災やがガスび室内にもれる原因となりを険です。 

電源プラグは確案に差しこむ 

電源プラグはコン它ントに根元まで確まに差し 
こんでください。また、傷んだフラグやゆるんだ 
コン t ントは使巧しないでください。 

乂ぶの原因になります。 

めれた手でのあき差しはしないでください。 

感電の原因になります t く二 


長期間使巧しないとき交は保管するときは、必す 
電源プラヴをコンじントから抜いでください。 
乂災や予想しない事故の原因【こなります。 




ときどきは電源プラグを巧き、ほこりおよび金属 
物を陈去しでください。 

ほこり びた まると湿気などで絶縁不良にな〇义お 
の原因になります。 


0 


i 


〇 


高温部接触禁止 グ 致 

燃焼中や消火直後は、高温部 一/つ# 

(ストーブ前面のグリルの周迈 も Us 

や悴上部麵など） mm%m 
トツプ I こまなどふれないで 
ください。やけどのおそれびあります。 




温風 I し直接あた白ない 

温風に直接長時間あたらない 
でください。 

巧温やけどや脱水症がじなる 
おそれびおりまず。 



0 


么ま意 (CAUTION) 




ご 

用で 
上使 険 

禁危 

峰此ぃ。醜 

疑損さ倾 

謹破が餅 

嗜 I 

み 





使 

、 ま 
は 〇 
t ぎ。あ 
といび 
禁たされ 
® じだそ 
を感くが 
^をでの 
時帯い焼 
草異な燃 

異方用異 




冷^ 注意 (CAUTION) 

給排気筒付近の可燃物近接禁止 

給排気筒トップの巧くに、巧油や可燃物など 
引义のおそれのあるちのを置かないでください。 

乂がのおそれびあります。 


お願い （ NOTICE ) 

機器を廃棄ずるとをのま意 

なミ度の廃棄 

ス1ブを廃棄処分するとさは、定巧面器のな巧を 

巧ミ由の廃棄処分は、灯油をお買い巧めになった 

巧き取っでください。 （19 ページ） 

販売店にご相談 < ださい。 

巧油を入ったまま廃棄するとリサイクルの際に 


思わめ事おになるおそれびあります。 

し 

.... ... 一 __ J 



国使用ずる場所 

ストーブを安をじ使巧するためには、場所の選定び大切です。 

ま全に使用ずるために 



A •マントルピースなどに据え付ける場合は、標準据え巧け例にしたびつでく 
ださい。 （ L 吞=26ぺージ） 




参標高び1日00 m 凶上の搞巧では使巧しないでください。高地で使巧される 
場合は調整か’必要でず。 


(空気の濃度か’薄いため、燃晓じ必要な空気か’不足します。詳しくは、ェ 


事説明書 


高地または延長給が気で使巧の場合 


をご覧ください。 



0 ♦温室、飼育室、乾燥室などでは絶な使用しないでください。 

•温室、飼育室など、動植物の育成栽培[こ使巧しないでください。 


効果のに使用ずるために 


Is の下や壁面に巧 ■ 

参が気に接するおの下や 
壁面に置くと、巧気び 
ストーブで暖められ、 

温風としでが流します 
ので効果的です。 



泣風の巧巧を巧げないで 

參意1韻姑吹麥巧の姑踐に读寒燃を蘆 

强:藉麵隱漏議瞧誦疆顯 i ミ::.;間麵::ょ這 tap '' :: -^1 

療 M が聚ると、绽屋巧瀑廢にむらびで 
''' 議蠢離振替!廷穀恶置 I 藻謹驢麵廢 *1 蘇幽 


1遲疆謙ぉ鹽 i 軍: i ; 


ミ d 琴’! I 



•温風吹出□側の空間を広くとれる場所を遺んでください。 
--- J 


垂ストープ前面からはふく射熱びでますので、巧暖パネルとの距離を考慮しでください。 
•温か配管の長さびできるだけ短くなるよラな位置にストーブを設置しでください。 























国各部の名郝 


外観図 


温風の出 □ 


削面方ート 


ガラス円筒(巧部) 


平面乃ラス' 



上面お 


運起スイッチ 


操作部 

(ウイングポケット) 
'表示部 


定巧面器リたットボタン 




フィルタ煙気取入 □) 
給気 ホース 

燃焼用送風機(内部） ' 
ゴム管 □ 


電源コード 


が気筒巧け検知巧 
リード線 

ルームサーモ- 


iiiiiil 


循環ポンプ(巧部) 


構造図 


過熱防止サーモスタツト(ろ) 
過熱防止サーモスタツト(左) 
対流巧ち風磯(内部）- 

熱交換器(巧部）- 一- 

放熱器-一一一 

反射お - 

スケルトンー-一-ーー 

燃焼リング(内部）———— 

シスターンタンク-- 

フレーム□ツド -- 一こ 一一一 
静圧ホース // 
ポツトバーナ 

気化筒(巧部）^ 
サーモスタット 



/とつで 
一本体固定を具 
ーア クチ ュエ ータ (内部） 
(リニアダンパ） 

一 ■給が気茵 

熱交サーモ(巧部） 

/熱交保護サーモ(内部） 
一 給水□(内部） 

^水位計 

■-エアー巧きバルブ 

温水戻り口 
(A’B 回路） 

"""温か往さ口 
( A •己回路） 


機内サー云スタ 


表示サー S スタ（内部） 


プリント配線あ 
点乂プラグ 


イグナイタ(内部） 


電磁ポンプ 


スピーカ 


を'巧面器 

巧震 g 動消乂装置(内部） 


'を油管 








表示部の名妳と慟を 


※イラストは説巧のため全部表示したがおにしてあります。 


■ 「音声お知らせ J の内容 

参通常の運転操作（「点乂」‘[■消乂」•「タイマーじツト_|)をおこなラとき、夕夸と同時に音声 
("点乂します"•"消乂します"•"タイマー它ットしました"）で操作が態をお知らせします。 



•巧す （■ 化運転(点乂）します。（ピッ音） 
•もう一度巧す（且 ） とミ肖火します。（フフッ含) 


点义ま巧(巧) 


’運起スイッチを押しで r 7 vj ( ■) じしたとき 
または t - ブ消义掛こ巧点义する陽に点なし、 
運転(点火）しまず。 

• 着火確認後消なします。 


燃巧表巧(ホ） 



• 着火確認後、点なしまず。 

-現在燃巧みの义力の大ぎさを 
表をします。 


設まま活表示(青） 


-き温設定ボタンで設をした室温をデジタル 


表示します。 


.ス 1ブにトラブルび発をするとトラブル 


の状態び記晉表示(自己診削モニタ)されまず。 



タイ7—ま巧(青） 
タイマー運巧ま巧ランプ(巧) 


• タイ7—運拉かは点なします。 

• タイ7— 運転停止みは消'巧します。 


現巧巧温表示(巧) 


•巧暖房運拓時に点のします。 
• ;晶水お己遍度を表尔します。 


巧定巧活ま巧(青) 


•巧暖房運挺時に点にします。 

-巧温調節ボタンで設定した床ミ豆を最予します。 
-在から3個目のランプび点なした時は適温 
設定じなります。 



じーブ消义中 
消乂します 
設定室温 

表示時刻に 
運稳します 

午前午後う 

o nn 
，ご .(JU J 


I 


設定床温 


缠寒巧—ミ产 

^雖嗦黎儀;； 



.〜！ 


ーブお义表示(青) 


■ じーブ運転中に室温び設定温度よりの3で上昇 
するとおなしミ肖乂しまず。 

■ 室邁び設定温度にまで下びるとお灯し、点火動 
作を始めます。 


お义まホ(青) 


•運転スイツチを巧しで「の U ■) じずると点 
灯し消乂します。 

• 燃焼室びちがすると消なします。 


時刻表巧(青) 


• 遅萬は病巧時刻を表示します。 

• タイマー運お時はタイマーたツト時刻 
を表示します。 


時計巧がコロン(青) 


■ 現巧時刻を表をしでいるとぎは 
点滅しでいます。 

• タイ 7— じット時刻を表示しで 
いるときは消なします。 



待な持普ま力ま巧ランプ(緑》 


■ 省軍でスイッチを「雀電カモード J 
にしたとき、なのします。 

• 運拓棒止時にミ肖費電力び節約さ 
れでいることを表示します。 


:—ブ運巧ま/示ランプ(緑) 


■ t ーブ運處中は点のし、稱おすると消な 
します。 

•室温設定を10で （ F 点設定）にすると白 
動的にじーブ運転になり点なしまず。 


■表示部の明るさ調節 

•時計調節スイッチを「通常 J に含ねせで「時 J ボタンを巧しなびら「分」ボタンを巧す 
ことにより、表示部の明るさを2段階に調節することびお来ます。 










































温かボ□温度を約 30 〜7日ての範區に設定しまず;、 
.り助..' 1◎巧すたびに設定温度を下げる(ブツ音） 
.眉 j ... 1◎巧すたびに設定温度を上げる（ビツ音） 





' タイマー運牽己 

運転スイッチを「入」（ピッ音）にし、タイマーじ 
ットボタンを巧す（ビッ宣）ことじよりタイマ 
一表示が点な、時刻表示にタイマー它ット時刻 
び継続しで表示されタイ7— 運転び閱始され 
ます。 

(タイマー表示か‘馬なしなければタイマー運転 
は開始されません。） 

■ t ット時刻になるとタイ7— 表示び消なし、現 
巧時刻び表示されで自動のに運輯が開始され 
ます。 

‘タイマー運乾の瞬除 

タイマー運転のにちラー度タイマ…じットボ 
タンを巧す（プブッ音）とタイマー運甄び辭除 
されます。 _ 


ウイングポケツト内操作部の名称と働き ____ 


「音声お知らせ J の内容 ■操作音についで 

>ウイングポケットを輕く巧しこむと、ゆっくり •操作ボタンを押すとブザー音が'します。 

出!できます。操作後輕く巧しちどすと□ックし •誤操作をするとピピッ音びします。 

で止まります。 



室を巧をボタン 



1回巧すと t - ブ運較を開始します。室温び設 
定温度より一定温度上昇すると消义し、一定温 
度お下すると自動的に点乂動たに入ります。 
再度巧すと、じーブ運起は解除されます。 


-時刻の「分」をちわせるときに巧います。 

時計調節スイクチの位置により1回の巧しの進 
みちび異なります。 

-「時計させい'1分ずつ変わります。 

-「タイマー合せ _!••• 5おすつ変わりまず。 


-時刻の「時 j をちわせるとさに使います。 


• r 時計させ j ... 現な時刻を合わせるときに「時計 
含せパな置にします。 

• r タイマー合せ」…タイ7-じット時刻をきね 
せるとき’タイマー合せ j 位置にします， 

• 「通常 _!... 現を持刻やタイマーじツト時刻を含 
わせたら、通常使巧中は f 通常"こ必すちどしで 
<ださい。 


-义力爾節つまみを「微か_1から'大 j の間で動か 
し义乃をリニアにま動諷節します。 

-乂力調節つまみを「呂動 j に合わせるとルーム 
サーモによる白動運を(室温設定ボタンで室温 
を設定)びできます。 


’ 乂力調節つまみを「自動リこするとルームサー 
モによる室適設定〔29〜15で 、 10で （ F , な設定)〕 
びできます。 

• 「昌め」‘'•設定温度を1ですつ上昇（ピッ音） 

-「ほめ」…設定温度を rc すつ1氏下(ブッ言） 












































因な用前の準備 

燃料 



燃料は必す巧な （ J に1看な'ぶ）を使巧してください。 

♦1^ 尝告 I 巧ソリンなど揮発性の再い油は、义災の原因になりまずのでお巧に使用しないでください。 
参 ま意 I を質口巧、ちれたな巧、かの混じっているな巧などは、絶巧に巧巧しないでください。 
• 险ミち意 1 な油は、必す乂気•雨水•ごみ.离温および直射曰光をさけたお所に巧管しでください。 


指先に燃料をつけ、息をふ含かけ 
ます 

(义の気のない巧でおこなつで < ださい。) 




巧シーズンよ 長期聞曰がじ容器のふたび水•ごみや灯 
り特ち越しのあたる所や湿巧けであったり、巧ながの巧び 
巧巧 度の m い巧に 乳白毎のポ u ほんのねすか 

巧曽したな巧容器でお宮しでち混入した 

/"•v /■'v た口';由ィ — V 口油 


0 〇に…。® 


(關(8) / 


ごみガソリン 
史巧•货扣巧- 
でんぶら逆… 
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，滋烦瞎慶にあよりまずが、 燃焼す爲をおこした巧、スト—娩總騰をめ、お障の原街にをりまず。 

:—讓肆巧！資恭淨瀑證綾攒眩漉轉道族;;燃 Si 萍をや舊燕驅^療菌控韻趕象弓望 viy :. — : —';' H 巧';. 

■が-索儀礙■證や率臟斑潍繁鞭巧したときな.*し‘;:み‘?お—.:,山; j , 

::'>#缉轉攀揖巧驅赛黯ま艇籍お萊蕊《药>3巧;:！•お黨綠茂相談窓。も着達おぶ转赛が 。 L S : 讚 P ' h ;; 


参極度に蜜質したち 
のは、黄毎巧びか 
ったり、すっぱい 
真いびします。 

•必ず灯'逆用のボリ 
タンクをお使いく 
ださし、， 

参な油はシースンか 
(こ使いきりましよラ。 


忆を意 1 

1*1 圍圍圓圓圓圍圍酵壓圍 

:載雜お i 减雜證巧細りが慷雌鸦好帮獲黏ザ! pi 繊祗毒論おに綿渡若お献植 .; ： 


給ミ由 



■給油の際の手順とミま意 

参送ミ由バルブを閉じで給ミ由□ふたをはすし、市販の給油器具で巧巧を給油し 
でください。 

ミ由量計の針び「満」をさしたら給油をやめでください。 

参給巧□ふたを必すちとどおりに確実にしめでください。 

参給巧の際に、か、ごみなどを入れないよラ特にを意しでください。 

■給油□ふたは、確実に締めてください。 

■こぼれた灯油はよ<ふをとって<ださい。 


■燃料切れのま意と空気巧さの方法 
ミをタンクを空にしないよラま意しでください。 

•油タンクを一旦空じしますと、送な経路内に空気びたまり、正常に送巧びできなくなることがあります。 
このよラな場合はなの順唐で空気巧ぎをしでください。 


1. ミをタンクに給ミ由します。 

2. ストーブの3ム管□から、 zr ム製送巧管をはすします。 

3. コム製を巧管から巧び連続しで流れ出ることを確かめでからゴム製送ミ由 
管をちとどおりにストーブに取り巧けます。 

(ミ由がこぼれないよう(こ容器を巧意しでください。） 
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ストーブ巧暖房で運転する場合 



運乾開始前の準備と確認 


轴贿 I抑'I刷.パ . で了 . T 口 .ののつ、’ r.ri 巧 rr 山 11..’ ■ 山 懸^ …’ it が ? nt r ぶの肺がが 



ホ:巧政たント 
ホタン：をを :I 


■定油面器のセット、取扱上の注意 

ネリめで使用するときやシーブン初め(こは、ス I -ーブ正面ち下の定ミ宙面器 
I 」じットボタンを押しでください。 

ス I -ーブ正面ち下の窓から見える定油面器リ它ットボタン(赤色)を下へ 
巧し下げでください。 


にを意 I 

♦リセットボタンは据え巧け時やシーズン初めに瀑がしまず。.定油窗器に 
強い锻擊を宫えたり異常びあったときが州ま、特に操作する必璧{まあり 
ません。巧一、点火操作後な油びおずにモニクサイン巧！ 1 または [ I 
か f 表示されるよラな場舍ばリだかトボタンを巧しで<ださい。’ 

♦リおットボタンは乱暴に扱ったり、巧したままのが態には絶がにしない 
.でぶださ.し、 


■送油経路の油ちれの確認 

参';由タンクや送油管の接含部などからミ由もれか‘ないかどラか確認しでください。 

■電気配線の確認 


# I 么ミ主意]電源プラグをコン t ントに根元まで確実に差しこんでください。 

•電源コードび給排気筒などの高温部[こふれるおそれのないことを確認しでください。 


I A ま副 電源プラグ•コードの绽熱•舞乂を荫ぐために… 

参電源は必す適正配線されたおす目1 00 V のごンじントを使巧しでください。 

参電源コードは、途巧で接雜したり延長コ^ドの使視•他の電気器舅とのタコ足配線をしないでく桓さい Ln : b : 二—: 
•雷び発生したときは、霉す部撮を損傷するおそれがありますので、輩源プラグをコンじントか6巧いでくださし V 

■点义の要領とま意 


巧暖切換スイッチのわット 


參ストーブ単独で運輯する場含は「ス I -- ブ単独」に、ストーブ床暖房達転をおこなう場含は「ストーブ床暖」に 
床暖切換スイッチをじットしでください。 





























参ま意]] ストーブの左側面のか位計で、シスターンタンクの規定水量（上限水位と下限 
水位の間）まで循環化（コ□ナ巧暖房巧循環液）び入っていることを確認しでください。 
循環あか t 入つでいる場ちは黄色になります。 

循環かは上限な上入れないよラにミ主意しでください。 

水位び下限]^下の場さは巧暖房専巧補巧液を入れでください 


参ストーブ内部や温か配管接含部からかもれびないか確認しでください。 

•床暖/くネルの温水配管の途中(こバルブをおり巧けた場合は、必すバルブび開いでいることを確認しでくださし、 


■運乾中に巧お切換スイツチを操作した場合 


’「ジユー j とゆラ循環水の蒸発音びすることびありますび異常ではありません。 
‘循環ポンプは本体内部冷却のため約10分後に厚止します。 





1 乂力調節つまみを「自動」にあわせる 

•ルームサーモによる自動運転となり設定室温に自動調 
節されます。 

ルームサーモはでぎるだけ部屋の温度をげ表でぎる位 
置に取0付けで < ださい。 

0 ウイングポケット巧の床暖切換スイッチ 
を「ス I -ーブ巧暖」に合わせる 


運転スイッチを押して「入」にずる 

参"点义します"の音声と同時に「点义します J と「設定室温 J 
び表示されます。 

参ホ熱び完3すると自動点义し、表示が「燃焼中」に変わる 
と温風び出ます。 

•着义とともに循環ポンプび作動し、床暖房を開始します。 


■义力調節「自動運乾」の場合 


使用方法（使い方) 


運乾開始（点义) 


ウインヴポブット巧の义力調節つまみで「自動運起」と「を勤運乾」か’設定できます。 
ご希望の運輯方までご使巧ください。 


温水配管の水ちれの確認 
















■ぷ Stelfc 


J 乂力調節つまみを r 自動」にあわせる 

♦ルームサーモじよる自動運乾となり、設定室温に白動調 
節されます。 

ルームサーモはでさるだけ部屋の温度を代表でさる位 
置にお0巧けでください。 

2 ウイングポケット内の床暖切換スイッチ 
を「ストーブ単独」に合わせる 

J 運乾スイッチを押して「入」にずる 

参"点义します"の音声と同時に「点乂します」と「設定室温 J 
び表示されます。 

♦ 予熱び完3すると白動点乂し、表示が「燃焼か」(こ変わる 
と温風び出ます。 


♦着义時、放電音と同時に着义含を発することびありますび、異常ではあ0ません。 

♦点乂擦巧から放電(着义)までは、約2分簡です。（室温によりを熱時間がぎか変化します。） 

鲁着乂後温風び出始めます々 

参運輯スイッチを r 入 J じしたとき、タイマー表示「表示時刻に遷較します J が点巧する摄さは、タイマー運転を 
なります巧でタイマーじ、シトボタンを巧しでタイマー運乾を醉除しでください。 


室温の調節（自動運転) 


ウインヴポクット巧の乂力調節つまみを「自動」じ含わせるとルームサーモによる自動運輯となり、設定室温にき動 
調節されます。表示部に設定室温に2で)び表示されますのでなのよラに調節しでください。 


• 室温設定ボタン「富め」を押すたびじ1で上昇します。 

(上限29で） 

参「做め」を巧すたびに15でまでは1ですつ下びり、15でからはいきな 
り10で （ F 点設定)となります。 

参10で設定の場含は自動的じたーブ運転表示ランプび点口し、 t - ブ 
運転となります。 



設定室温を15て1^上に上げるとじーブ運乾表示ラ 
V び消え、它ーブ運較び自動のに解除されます。 


ンプ、 


I/51K 


ストーブ火力調節「白動」運乾時に微か乂力でち室温び設定室温より上昇する場さ、設定室温よ0約3で上昇すると自動 
のに消乂し、設定室温まで下びると点乂動作に入ります。これをくり返すことによりむだな部屋のあたため過ぎを防ぎ 
ます。 

•室温設定ボタンにより希望の室温設定後、じーブ運転ボタンを押し 
でください。它ーブ運転表示ランプぴ点なし、 tz — ブ運転となります。 
参 t - ブ運較ボタンを再度巧すことじより t ーブ運琵表示ランプび 
消え、じーブ運転解除となります。 




ストーブ単觀達新 
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1. 特に温度設定しない場さは、白動のに快適マークの位置(設定巧温 
表示の3つ吕）に設をされます。 

2•巧温調節ボタンを巧すとなのよラに巧温調節でぎ設定床温表示の 
ランプち移動点なします。 

•「ほ」…1回巧すたびじ設定温度を下げる 
•「高 j …1◎巧すたびに設定温度を上げる 


ごま意 


曝か蕴替鑛鑛が、を完‘诚暖パ莉 U 6 表窗滋度）巧類厳讀簾のたがで索り、额蠢を体が蕴慶調節ではありま 
せん# ‘力一ぺツト巧聚硬湿屢が熱くなりずぎな:いよラ镇巧湿度じは+が主意しでくだきい。 


室湿設定による旨動運転の他に义力調節つまみ【こよる字動义力調節び巧能です。巧のよラにしでください。 



ウインヴポクット巧の乂力調節つまみを「微少」から「大」の間のご 
希望の位置に合わせでください。 

手動乂力調節つまみの設定乂力で燃焼します。 


■炎の状態 

ストーブの据え付けや給が気商の設置条件でおは多か変化します。 

♦炎の我鑛は、舊いおの中にし"、くるかの费拴い‘ 

炎赚乂）が蠢じつでを異常ではあり，ませ知 


巧暖パネルの温度調節 


ストーブ床暖房運転の場含、循環化び設定温度になるよラに自動のに溫度調節されます。また、設定巧温表示に快適 
マークがついでいます。快適マークは、床暧パネルの力一ぺット表面を風ぎ33〜 34’ C (床暖パネル3量の場合）に保つ 
循環か温度を示します。ご参考にされると便利です。 




_正常燃焼 

ちい炎の中にかし黄色い炎が混じっている 



乂力調節（手動調節一手動運転) 


現巧床温 






快適マーク 
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運お停止（消乂） 

(mm^ 



運転スイッチを巧して「切」にする 

参"消义します"の音声と同時に、燃焼表示び消灯し、「消义します」 
び点なします。 

♦消乂後は本体巧部び;ち却するまで送風•循環を継続し、約10分 
後に巧流巧送風機、循環ポンプが 1亭止します。 

(循環ポンプの運転はス I -ーブ床暖運転のみ） 


参 [A ま意;] 2 日な上家をあけるなど長期間使甩しない場含な、運転び完まに停比しでから覃源ブラグ 
を〕ンじントから巧いでください。 

♦外出のときは、必す運転を停止（消义）しでください。 ::;； 

参運転停止後、燃焼室びちが（消乂表示び消な）ずるまでは電源プラヴを抜かないでぐださい。 

ちし、巧きますと、ストーブの表面温度が上昇しまず。: 


現在時刻の合わせ方 

を撤觀載緣ちお弦^ 兹織;星ぶ谨妄な前が端)織を幕巧苑撕 



1 . ウインヴポブット内の時計調節スイッチを「時計合せ」(こします。 
はじめで使用するときや電源ブラヴを長時間おいたときは、時刻表 
本は一：—.を表のします。 

2. 時計調節の「時」 • 「お」ボタンを押しで現在時刻を合わせます。 


例：午前6時15分に合わせる場含 


①「時」ボタンを押しで"午前6: 00."(こします。②「分」ボタンを押しで"午前6:1曰."にします。 



3.必す時計調節スイッチを「通萬」位置にちどしでください。 



参必す時計調整スイッチが「通幕 j になつでいることを確認しでぐだぎい。み 
•30 砂]^内の停電であれば、再适電後ち現在時刻を表示しまずので時刻含わせの必雲はありません。 
それ!^上の停電で時刻表示び一： 一一. を表示したら時刻含わせをおこなつでください 。 Y 
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タイマ ~ の使用方法 


■運乾時刻の合わせ方 



例:午前6時30分に合わせる場台 


1. ウインヴポケット内の時計調節スイッチを「タイマー合せ」にします。 

2. 時計調節の「時」 • r 分」ボタンを巧しでタイマー点乂時刻を合わせま 
す。け分 j は5分ごとに動きます。） 


①「時」ボタンを押しで"午前6: 0 0" [こします。③「分」ボタンを押しで"午前6: 30" にします。 



これでタイマーじツト時刻び記憶されました。 




3.必す時計調節スイッチを「通常 j 位置にもどしでください。これで時 
刻表示には現在時刻び表示されます。 


■タイ7—運転方法 



運お入/の 




1. 運転スイツチを押しで「入」にしでください。 

(燃焼かの場合はそのままです。） 

2. 運輯するときのご希望の室温または、乂力に含わせでください。 

3. 床温調節ボタンで、巧暖温度をご希望の温度に合わせでください。 
(ストーブ床暖房運輯のみ） 

4. タイマーじツトボタンを巧しでください。 

「タイマーじツトしました」の音声と同時に、時刻表示【こタイマーじ 
ツト時刻が表示され、タイマー表示「表示時刻に運拉します J び(燃 
焼中の場さは消乂表示「消乂します」ち）点なし、タイマー運挺に入 
ります 

(このとき本体巧部ち却のため巧流巧送風機、循環ポンプ(ストーブ 
床暖房運転のみ)び10分間運転します。） 


参タイマ—它ット時刻になるまでは時刻表示にタイマーたット時刻、タイマー表示「表示時刻に運転しまず」と 
タイマー運転表示ランプび表示され続けます。 

参燃焼中にタイマーじットボタンを巧すとストーブは有動消义し、運転を停止します。 


ごま意 
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タイマーの解陈 

■タイマー運乾の解除 





参タイマーじットボタンを稗します。 

タイマー表示び消巧し、時刻表示に現在時刻び表示され(時計動作 
コ □ ン点滅)タイマー運転び辭陈されます。 

参このままであれば点乂表示「点义します j が点なし、負動のに運おを 
開始します。運転を停止する場さは、運輯スイツチち「切 J じしでく 
ださい。 


■タイマーセツト時刻-現を時刻の確認 


♦タイマ— たッ ト時刻の糖認 

•時計調節スイッチを「タイマー含せ J に含わせます。 



時計表示にタイマーじット時刻び表示さ 
れます。 


参現在時刻の確認 

-時計調節スイッチを「時計をせ」じさねせます。 



時計表示に爲在時刻び表示されます。 


•確認後、時計調節スイッチは、必ず r 通常 J 位置じちどしでくださし、。 


待機時省電カ スイ ッチの使用方法 

刪 Mii m 川 rn 前 immi i iii 顯川 Mii i i i iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiwiiiriiiii i iii iiw 

待機時省電カスイッチを f 省電カモード J にじッにしておくと、タイマー運乾かおよび運転厚比時に表示部を消の 
しで、消費電力を 1 W に節約できます。 


■使用方法 



♦ 「省電カモード_!にすると尝電カランプか’点口し、自動的に表示部を 
消のしまず。（運転かのじットは、運處停止後約2砂で表示部を消の 
します。） 

参表示部び消な中にいずれかのボタン操作をおこなラと1分間表示部 
び点口します。 
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使用上の注意 


巧暖の温度調節について 


巧暖の温度調節は、足元（巧暖パネルの表面温度）の温厦調節のためであり、部屋全体の温度調節ではありません。 
カーぺットの表面温度び熱くなりすぎないよラ使巧温度には十分を意しでください。 


循環水の凍結予防（循環液の注入) 


暮ち地だけでなく暖かい地域でち凍結ず防及び腐貪ずおのためじ必す循環液を入れでください。 

参循環液は必す3曰ナ床暖房巧循環液（別売品）をご使用ください。他の不凍液を使用したり、混さしたりずると 
製品の寿爺び短くなります。 

♦循環'液は3年を目まに入れかえでください。（聞封した循環液ち含む） 


結露かの処理 


排気管に結露氷か’たまった揚さは、お買いホめの販売店に扁おを依顏しでください。 

本書の「特にミ主意しでいただきたいこと（まをのために必すお守りください）」の他に、次の項有についでちま意し 
でください。 


鲁クリーニンブ店、美容院などの化学薬品を使ラところや温室、飼育窒など、動植物の胃成裁培に使用しないでく 
ださい。 

参霊び発生したとき、雷（誘導雷）により一時的な過電圧か‘かかつでを、週電圧防止装置か•機器を保護するしくみ 
になつでいますび、大きな雲（直撃雷など）の場含は、電ろ部品を損傷するおそれびありますので、電源プラグ 
をコンじントからあいでください。 


自己診斷モニタ 


ス I ブにトラブルか’発をするとトラブルのが態か’設定室温表示に記号表示（旨己診斷モニタ）されます。 

この場含は「故障■異常の見おけちと処置方ま J (21 〜22ぺージ）をご覧のラえ、必囊な処置をしでください。 

<自己診断モニター覧表> 




/か = 

'巧 編: 背号雜:请 

ii 賴 S 詔; C 爭誉 !if 麵 ft 離!震!灘麵寵 道 ; 瑪 ^^ 

攝;帮 fe. 记;機觀 te 禪韻端 fc 殺撫掘说靜昭與; ， : 打 ^^ 

画議議 ii 議麵麵達 

E 1 

途中 消乂 

運転スイッチを 
巧しでください。 

ES 

不着 乂 

E3 

が 震た 動 

E4 

過熱防止装置作動 

E5 

排気营巧け検®作動 

E 巨 

ルームサーモ断線 

E7-E9 

停 電 

E8 

疑似 乂お 

E A 

燃焼用送風機異常檢出 

EC 

ルームサーモ短絡 

Ed 

巧流巧送風機異常検出 

EF 

空気サー S スタ温度異萬 

EH 

表示サー吉スタ温度異帯 

EO 

機内サー云スタ温度費常 

PI 

ポット予熱不足 

電源プラグを巧き、 
30秒後に再び入れ 
直しでください。 
(販売店に連絡） 

P2 

ポット温度お下 

P3 

ポット異常過熱 

P5 

塁 板 不良 

FI 

熱交サーモ巧動 

選輯スイッチを 
巧しでください。 

J 

F2 

湯温サ ー ミスタ斷線 

F3 

熱交保護サーモ作動 

し FC 

湯温サ ー S スタ短絡 



111111 瞧麵岂夕蛹 iMliPii 
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画まき装置 


このストーブにはなのよラなを全装置びついでいます。 ^ 

すべでの安全装置は、異常び取り除かれでち再度点乂操作をしなければ運乾は停止したままです。 


安全装置 


巧震 S 動消义装置 

表示） 


点义まを装置 

» 

燃焼制御装置 

參フレーム□ツド 


im 表の. 

巧巧表示 

(途中消义） 

(不着义） 


原因 • 作動緖栗 


♦強い地震や衝撃を受けたとさ 

ク 

-白己診断モニタ圧す]表示 
-自動のに消乂 


>点乂 S スをしたとき 
>途中失义をしたとき 
>炎び異常に小さいとさ 


ク 


白己診断モニタ压 I '〕表示または 
[23 表示 
自動のに消火 


她 


方法 


•地震によって作動した場合、周 
囲の巧燃物、機器の損傷、油ち 
れ、給が気筒のはすれなど異常 
びないことを確認しでから点乂 
操作をしでください。 


•「曰常の点検-寺入れ j 征骇^18〜 
20ページ）をしでから点乂操作 
をしでください。 

•なおち異常びある場さは、お買 
い求めの販売店にご相談くださ 
し、。 


り亭電したとさ 
>雲源プラヴび抜けたとき 


停電安全装置 


ク 


の康 术 * 1 ES 康 术 
(30 妙む上 ） ( 5秒な上、 
130秒ホ滴 j 


通電後自己診断モニタ表示 
または [ T す]表示 
白動的に消义 


参 I f 11 の場含、時計などの它ット 
をしてから、点乂操作をしでく 
ださい。 

参 IE 引の場さ、通電後再点义操た 
をしでください。 

参電源ブラグを確認しでください。 


過熱防止装置 


r 過熱防止サーモスタツ 
(ち) 
(左) 

け t — モスタット 


95で 
105で 
155で 


•フィルタやストーブの前面びふ 
さがったとき 

•ストーブの前面に障害物などび 
友るとす 

参熱交換器が異常に熱くなったと 
ぎ 


参原因をおり除いでから点乂操作 
をしでください。 

サーモスタツトが'作動した場含 
は、リたットポタンを巧しでく 
ださい。 


ク 


自己診断モニタ店ゴ]表示 
有動のに消乂 


表示) 
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圓その他の装置 



排気管巧け検巧装置 

( と Jti 表示） 


♦排気管の接続部びはすれたとさ 

♦が気管樹ゴ横知巧リ ー ド線びは 
すれたり、断線したとき 


ク 


自己診断モニタ巧り表示 
ストーブの運転を厚止 


参給排気筒およびが気管の接続部 
じ、はすれ-ゆるみびないか礎 
認しでください。 

参が気管巧け検规巧リード線のゆ 
るみまたは、はすれ•切れびない 
か確認しでください。^ねじ 

おが気筒>^ク=\ を^ 


給気0^ 
キャップ 


が気营巧け 
檢知巧リード線 


燃焼巧送風機異萬検出装置 

(I f 表示） 


>回転数び異萬にほ下したとき 

〇 

自己診断モニタ店田表示 
ストーブの運転を停止 


>異常お下の原因を取り除いでか 
ら点乂操作をしでください。 

>なおち異常びある場さは、お買い 
求めの販売店にご相談ください。 


巧流用送風機巽常検出装置 

( I Ed I 表示） 


週電流防止装置 

( 表示部全消な） 


お数び異常にほ下したとき 


ク 


自己診断モニタ L £ dJ 表示 
ストーブの運転を停止 


>巧部配線のショートにより週電 
流が流れたとき 


〇 


電流ヒューズびのれ、すべでの 
運転を停止 


参異萬低下の原因を取り除いでか 
ら点火操作をしでください。 

参なおち異篱びある場合は、お買い 
求めの販売店にご相談ください。 


参お質い求めの販売店に修理を依 
頼しでください。 


循環か過昇防]]:装置 

( いこり 表示） 


異常温度検巧装置 

( 機巧サーミスタ） 

(f EtJ ] s 示） 


M 盾環かび極端に減かしたとき 
M 盾環水び循環しないとき 


ク 


-白己診齡モニタ作1'1表示 
-ストーブの運転を停止 


参フィルタやストーブの前面び 
ふさびつたとき 

•ストープの前面に障害物など 


び巧るとを 


ク 


白己診断モニタ巧日 I 表示 
自動的に消乂 


♦循環水の量を確認する等により 
循環か週昇原因を取り除いでか 
ら点义操たをしでください。 

♦なおち異常びある債をは、お買い 
求めの販売店にご相談ください。 


♦原因を取り除いでから点义操作 
をしでください。 

•なおち臣因表示び化る場さは、 
サーモスタツトのリじツトボタン 
を押しで < ださい。 

(が16ぺージ） 


>燃焼中に停電したとさ、再通電直を （ I E リまたは I f 5 J 表示)点乂操作をすると SuJ 表示びおることびあります 
び、これはストーブの温度び一時的に上昇するためで異萬ではありません。4〜已分冷却した後に点乂操作をしで 
ください。 
























回日常の点巧•手入れ 

点検-手入れのときの注意 




点検-手入れは消乂後、スト>-ブび十分ちえでから必ず電源プラグをコン t ントから巧いでおこなつでください。 


[/ K を意 I 奪気部描の分おや巿破品との巧換はお巧にしないでくださが< 


点検•手入れの必要項目、時期、方法 

n. 1 の川 ||-|- 师 のり " 「 rrm i 。n nn •iiTiTiriiirn-irinT m 1 11 11 11 1 11 1 1 11 1 1,1 nn’miw • 巾师而怖で矿で抓〇の 1 - 邮 1 け 1 阶町 1 麵 111 で町 

■周囲の可燃物（使用ごと） 

参レ K 注意 I ス I ブの周面は、常に整理•掃除し、燃えやすいをのを置かないでください。 

■ほこり•ミちれ（使用ごと） 

•ほこりやちれをそのままにしでおきまずと、ミ由びしみたりしで危険です。 

ストーブはいつち清潔にしでご使巧ください。 

■油ちれ•油のたまり•油のにじみ（使用ごと） 

•置台-ミおタンクに油ちれ.ミ由のたまりやミ由のにじみか‘ないか、ときどき点検しでください。 

また、給油の際にこぼれた口巧はよくふきとつでください。 

… ifMfc 

‘—參油をれびある場台は、お養い巧めの販売庭に修理を依頼しでください。 

■ゴム製送油管の点巧-交換の目を（シーズンの初め） 

ご'ま意 

蒙ゴムお送巧芭は、屋巧で使南しないでください。 

虔がでの巧用は禁化きれでいまず。 

•屋拘でコム製送油管を使巧しているた黄は、膨灑、収縮、変費、製を、:ひび割れびないか確認し、欠点があ 
るときは交換しでください。- 
交換の目きは、3年に一度でず。 

■油タンク（シーズンの初め、適時） 

•巧タンク内は水やごみかで:まりやすいちのでず。給;'由のとき、点検しでください。 

巧タンク巧の水抜きおよび掃驗は、巧タンク付属の取お説明書じしたびつでおこなつでください。 


■給排気筒の接続部のゆるみおよびトップの周囲（使苗ごと） 

•給排気筒およびトップの周囲に障害物を置いでいないか、ときどき点検 
しで < ださい。 

参給排気筒が'つまりますと、不完全燃焼をおこします。シーズン初めには 
必す点検し、くちが'巣をつくったり異物か’入っているときは、必す掃除 
J しでください。 

•給排気筒および排気管の接続部びはすれたり、排気管扳け検知巧リード 
線びはすれたり、邮線しでいないか点検しでください。 

の 4 〇4種 D ) ( P 40 4 種 D ) ♦給が気筒を…度取りはすしで、再び取り巧けるとき、が気管の接続の部 

にはめこんである0リングか‘破損しでいない力、確かめでください。 

' 参破損しでいた場をは、お買い求めめ販责店に交換を依頼しでください。 


給が気筒 



メスオスエルポ 

ブ接扬 
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■定油面器のストレーナの掃除（適時） 

•定ミを面器には、ごみを除くためのストレーナびついでいます。ごみがたまると、なミをの流れをさまたげで不着 
乂や途中消火の原因となります。なのよラじ掃除しでください。 




•ミ由タンクの送ミ由バルブを閱じでください< 


畢 


>ストレーナの掃除□に八ガキなどの層紙を差しこんでミをガイドを作り、 
その下に客器を置いでストレーナの止めねじをゆるめではすしでくだ 
さい。 

定'油面器の巧れたな';由やごみび全部流れ出ます。 


畢 


参ストレーナを取り出しで、きれいなな油の中ですすぎ洗いをしでくだ 
さい。（水で洗わないでください。） 

; li 讚麵圓謂議讓 i 雜福圈園麵; 

參或卜しーナブ么 A ッ牢シを忘れないようにしでください 
參ストレ^ナを逆に入れないでください。また、底部儒勘が源寺 r 
.ぶ儀になるように巧りかだください。 

♦ストレ^ホが化めねじを適くしめ巧けでください。 

參雜をれがないか德識しでください。 


■フィルタの掃陈{週に1回な上） 

♦対流巧送風機のフィルタびごみやほこりで目ブまりすると、送風力び弱くなりが気温度上昇やストーブの表面温度 
び上昇する原因になります。（過熱防と装置または機巧サー云スタの働きで運おび停止する傷含びあります。） 

運乾を厚止しでから巧の要領でストーブ裏面のフィルタの掃踪をおこなつでください。 



参左図の矢ののようにフィルタを上に引き化し、ストーブ裏面から取り 
はすしでください。 

♦フィルタに巧着したほこりを掃院機で吸い取つでください。 

导 

参掃除び終わりましたら、ちとどおりに取り付けでください。 



I A 注意 P ィルタを辟すしたまま通巧しないでください。 

ザみおををはず U たが纖で運攝しまずと、カーテンなどを巻きこん 
で米幾になるおなれが藏ります。また、寺などをふれるとけがをす 
補 Siiiii 麵 Hi 


■地震などの災害び発生したとさの点横 

•地震などの災害か‘発ちし、ストーブに振動や衝撃か’加わったときは、運臨前に必す巧の点検をおこなってください。 

•給排気商まわりのはすれ、もれの確認 
-灯巧配芭からのをれ確認 

点検で異常びみつかった場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 
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2. シスターンタンクのキャップをはすし、給水ガイドを取り巧け、水 
位計の規定水位（上限水位）まで循環水（床暖房専巧補巧液）を入 
れでください。 


■循環水の補給（適時） 

♦シスターンタンク巧の循環がは、みしすつ霖発しますのでときどき確認しでください。循環水び不足しでいる 
場合は、そのつど規定水位まで床暖房専用補巧液を補給しでください。 


お? _ K 乃イド 




ス I -ーブ左側面の給水□扉を開き、給水ガイドを取り出しでくださ 
い。 


• コロナ純正床暖房巧循環液は、凍結予防の他【こ床暖房に使巧される機器（ストーブ•廊暖パタル•配營部晶 
など）の防鏡効果を目的に作られた循環液で、すでに純水で適正な濃度に調合しでありまずので試運転時に 
はこのままストーブに入れでくださし V 

参他れ銘柄の巧鏡剤、不凍液(特に車兩用など）を使巧したり、麓合したりしますとお績効案が発揮されす機 
器の耐夕性がそこなわれたり、粘度びあわずポンプの性能び十巧発揮されずに沸臆しでしまラことびありま 

• 循環液は、常温では引火しませんが、加熱されたストーブの上などにががると着乂ずることびありまずので 
取りおいには十分を意しでください。 

♦循環觀ま3をを目刻こ入れかえでください。（開封した循環液ち養む) 

•循環液の凍結温度は、 一20 でに調をされでいます。 


■温水配管の水ちれの確認（適時） 

•ストーブ内部や温水配管接合部から水もれびないか確認しでください。 


翻を助ち巧 

長期間ご使巧(こなりますと、ス I -ーブの点検び必要です。 

2シーズンに1回程度、シーズン終3後などにお買いあげ店または修理資格者〔(財)曰本6油燃焼機器 
保守協含 （TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習含修3者 (5 油機器技術管理±)など〕のいる 
店に点検の頼されることをおすすめします。 
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巧水巧运がみ抑巧いる;•葱がリおが島む t 时 


ちお楚函逗籍劑巧纖麵蕾鶴難離 il : 


お排巧窗トップ巧嫌がお筋われ t いる 


巧巧びあった巧獄稱よ39锁锻 f 5兼 


長時賴巧巧があった（煎臘な上一とミ褒穿〇 


‘ム幻ッドにすずか讓蠢にがなした 


お g 惭挺撼陳 M がはずれでむる*すきまがあを; 
各馈度綻け较纖リードが擁ミ潑るみ 


溢おれがある 


お#燃廚のつまり 


‘モ取觀西が巧い 


給が気おェ巧不巧尝0だが巧致現巧がおる 


ぉ恐第口の蘭む衡簿觀おある 


巧巧沼を泣撒のブイル挪こ啓ごむがな索クだ.-- 


おが恣献巧^ It 6« おをなでな化撰巧话淵姑■留を' 


教®齊撒蘇、ごみめ每^萊りが街を. 


巧班 A ルブが巧棄巧撕を 


巧い地强が范つた•または、夕户 H •ブに漏紫を每洗が 


おおブラグを3ンお > 卜に塞しごかでいない; 




■使用中に異常びありました S 、 次表により原因を調べて処置をしてください 

原因びわからないときや処置びむすかしいとさは、お質い巧めの販売店、またはお近くのコ□ナお客様 

ごホ目談窓□にご連絡 < ださい。 .. 

※設定室温き示に自己をおモニタび表示されます。 


点义ずるときに発をする着火音で、異常ではありません。 


点义時に「ボン」と音びする。 


本が内部び熱により膨張、収縮するためです。 


燃焼開始時や消乂後【こ「ピチピチ j といラ音 
びする。 


予熱点乂ちすのため予熱時間び2分程度必要です。 
(予熱時間は室温により多か変化します。） 


すぐに点乂しない。 


耐熱塗料やほこりび焼けるためです。 
しばらく窓をあけで換気をしでください。 


ネリめで使巧するとき、煙やじおいび出る。 


因故障-異常の見分け方と処置方法 


■次のよラな現象は故障ではありません 

修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 


点义時.消义時 
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湿かお置のつぶれを直ず。温がノむレブを歸く 


規定水巧まで補巧液を入ねる 


[ zL ま意] r 畢源の摄統 J た3ぞ2ページ)の巧容を吞娘ずる 


おおっているちのを取り蹄く 


巧度点义操がをずる 


設定室温、時刻などをたットし房度点乂操巧をする 


すずを取り除< (販売巧に修理を依頼する) 


おが気筒接続部のはずれを直す 
ゆるみを直す 


ちれ證巧を締め直す（販売巧じ修理を依頼ずる) 


給滿気筒を搞條する 


適正な位量に取り巧け直ず 


給が気筒の取り巧けを適正にする 


搔室物を取り除く: 


フィルタのほごりをブラシなどで掃除をする 


霉華通りに設董する 


を瓷バル巧しめでス Kb - ナをはずし、雛をする。油タンクの水を巧く 


ゴム製患®管をおる。山おじなつでいる前ま平らに直ず 


筋あバルブを簡く 


19ぺーヴ f 池霞などゆが善び発生したときのな勒ゆな樣 
頂目を塘認し、運転スイッチを巧し直し再点义する 


コンたントじ確実に達しこむ 


青炎の中に黄色いお啸乂)が混じる。 異常ではありません。 


給排気筒の先端から連続のに白煙か> 出る。 

外気温び巧くなると、排気ガス中にふくまれでいる水蒸気び白く見 
えるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 

なミあぎれの際、一瞬炎び大さ < なつで消义する。 

異常ではありません。 

停電したときの再通電直後（(〇または 
度巧表示）点乂操作をすると、 (£0 表示 
び出ることびある。 

停電によりス1-ーブの温度が一時的に上昇するためで、異常で 
はありません。4〜5分冷却した後に、点义操作しでください。 

y 


巧ラス巧筒がすずなる 


な油のにおいがずる 


音をたでで燃える 


室温び低いのに乂び 
大含<ならない 


電源び入らない 


爆凳的な燃焼をする 


黒煙をあしで燃える 


振動び犬ぎい 


沸臆富がずる 


正常運起ずるびパネ 
ルがあたたまらない 


燃焼時•その他 






















































D 部品交換のしかた 


■部品交換のとをの注意 

A ? 主意 I 不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整び必夏な場合には、お買いずめの販売店または、 
修理資お者〔(な)曰本 5 巧燃焼機器巧巧協含でおこなラ技術管理 勇 習を修了者(扫ミあ機器ち術管理±)など）のいる版 
壳店にご相談 < ださい。 

部お巧巧はご D ナ純 lEgBfg と ご おちく ださい。 

. 織霸議聽顯釀變帽譯麵圓麵瞧議號獲藤麵薩圓薩謹議麵議 i 圓圓謹誦圆襲顏!扣;謡即;; 

純正鄰蟲说がの部蔬をご使趙じなりまずと、赚鑛が十おに攤搬ざれない飯がむか、ストーブを摸爆したな辕か城 


消耗•劣化しやすい部品（交換が够要な部品) 


■長期巧の使巧によ0消巧*お化しやずいが品 

♦パーナヘッド ♦電極(点义プラグ) 

♦パーナヘッドリンブ ♦フレーム日ッド 



国巧管 


(長期囲な用しない場合) 


おしまいになるときは、曰萬の点検•手入れの項を参照し、なの要領で保管しでください C 


1•逗源プラグをコンたントからないでください。 

• I A ミま意 長巧お使巧しないときは、軍源プラグを巧いでください。 

2•巧タンクの送油バルブを閉じでください。 

3 •フイルタの拥おをしでください。 (豚 19 ページ） 

4 •定油面器巧のな巧をすべで巧き取ってください。 (揉= 19 ページ） 
5 •本化のごみやほこ 0 を巧ってください。 

•掃除機などでごみやほこ0を取0除いでください。 


6•本化をしめらせた巧で汚れを落としでから、からぶきしでください。 

7 •ストーブはおえがけたまま保ちしでください - — 

♦温風吹出□や背面のフィルタにほこりなどびたまらないようカバーなどをかけでください。 

•どラしてち取りはすしでな營されるときは、ポリ袋を力、ぶ;せ、乾燥した場所に横糊しにしないよラおしまいく 
ださい。 

♦床暖の配管を接続したままで保管する場含は、上限水位まで備給しでおいでください。 

•ス トーブ内の循環水を巧いで保管する場合は、エアー抜きバルブを開いでおき、エアー巧きバルブ配管巧ち乾 
燥させてください。 

♦巧シーブンじ据え巧けるときじは、必すお質い求めの販売店に依頼しでください。 














燃料消費 


Ieb 


び 


類 


方 iC 


燃^ m 


が 態 

お 


ーブ単独運転 




暖房 


巧 


大床暖房出力 


標華適室 


ストープ單独運転 


転 


、ーブお独運転 


転 


ストーブお独運転 


出力（床暖房運掠） 


足 を 

嚴巧 


最 低 


床暖房運転 - g i -|- 


温暖地 


寒ち地 


1 —! 

OlHiHEaBU 


巧暖房馬熱交換器の最高使巧圧力 


が 


質 星 

電源電圧巧び周渡数 


定宿消費電力 


■ m — JHcJMwMil 

r 麻苗拓 JEgJ 


給排気筒の呼び径 


給排気筒の璧賣適部の孔径 


転 


転 


が気温度 


lyKSJHP 


1^1 1111011111 


気化す-匡の巧 


最大 
0.78 L/h 


0.766 L/h 


UH - FGX 70 K 5 ；： 


. 強制給排気お-強制が流お-床暖房巧 


_巧み W 、 人 xO _ 


灯油 （ J に1号な油）_ _ 


ル 


0.22 L/h 


0.20 L/h 


28,890 kJ/h 

8,150 kJ/h 

28,370 kJ/h 

7,410 kJ/h 

86.6% 

87.5% 

86,0% 

87.5% 

6.95 kW 

1.98 kW 

6.78 kW 

1.80 kW 


87.5% ( 巧暖房及びストーブ単独運転目盛微がのとき）__ 


86.0% (ストーブ単独運転目盛大のとき）_ 


木造 29.5 rrf (18 畳）〕ンクリート41 .5 が （25 置）_ 


木造の.5が （18 置）〕ンク I 」ート48.0が （29 置）_ 


木造 29.5 rrf (18 置）コンクリート 39. 5がに4量）_ 


木造 29.5 fTf (18 置） ] ンク1」ート46.0 m (28 置） 


2 L (器具内蔵シスターン上限水位時） 


シスターン大気開放 


富さ600 mm 幅 698 mm 動お 98 mm (置台を含む）_ 


33.己 kg 


100 V 50/60 HZ 


最大消費電力 880/880 W (点火時） 
燃烧時消費電力 50/60 W 


最大消費電力 860/860 W (点火時） 
燃烧時消賣電力 31/33 W 


4, 5-16.5 m (3 〜10置）（最大燃焼時） 


外径ホ 8 mm ニップル _ 


QU 4-8 A 


D 40 _ 


ホ巧 mm _ 


260でが下 


260でが下 ______ 

5 A •15 A 


巧震白動消义装置-点义安全装置 
燃焼制御装置 • 停電安全装置-過熱防止装置 


過電流防止装置-排気管おけ檢知装置-燃焼巧送風機異常検出装置 
対流巧送風機異常検出装置 • 循環水過昇防止装置 


給排気筒じット1組-スリーブ1個-遞熱板1個-本体固定金具2個 
パックチューブ 2.5 m • ゴム製送ミ由管締イ寸パンド2恼-風量制御板り固 


標挙適室は、巧団を人-曰本ガス石油機器工業ミの貫定薑準によります。 











































プリント配線板端子配置図 
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アフターサービス 


保証について 

参このコ□ナ5油ストーブじは保班書び巧いでいまず 

保紐書は、必す「お買いあげ曰、販売ち名 j などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受け煎りください。巧容 
をよくお読みのあと、大切に保管しでください。 

•保証斯間はお買いあげいただいた曰から1を間（本体）です。（燃焼部分は3ホ間） 

参なのよラな原固による故障および、事がにつきましでは、保証の巧象になりませんのでを意しでください。（詳し 
くは保証書をお読みください。） 

■変質の油や不純な;'由など、またのミを!^がの燃料使用によるお障や事故。 

■誤った使巧ちまによる故障や事お。 

■修理を依頼されるとをについて 

参「巧障■異萬の見分けちと処置ちま K C ^21• 22ページ)の頂じしたびってお調べください。直らないときは、ご 
使巧を中止し、必す電源プラグを抜いでから、お買い上げの販売店にご連絡ください。 

参ご建絡いただきたい巧客は巧の通りです。 

①攝さ⑤型すの呼び⑤お買い上げ曰④巧障のがお（出来るだけ具が的に） 

参修理に際しましでは、保証書をご提示ください。保証書の規定にした々 《 っで、版売店か’修理させでいただぎます。 
参保証期間び過ぎでいるときは、修理すれば使巧できる場合(こは、ご希望により有料で修理させでいただきます。 
•ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い上げの販売店または、この取扱説明書の裏表紙に記載されでいる「お 
客様ご相談窓 DJ じお問い含わせください。 

•修理料金は、技術料、部攝げ、出張料などで構成されでいます。 


•当巧では、.ごめ製雜め攜修胤!錐部寓菊觀を巧笛破切幾ご巧巧探裔でい策ず。 
* 補修馬性能部琼とは、.その製おの綾能を渡持が璋扳め辟斟筹な部轟でず。.ド 


««'• 脆の慮の違巧先’ . 

* お買い上げの娘売店または、この與巧携巧星な巧!巧おに訟趙されでいる r お客樣ご相談落 oj にご連おください 
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画据え付け 

据え付け工事は販売店に依頼ずる 

据え巧けや移動工事は販売店またはおえ巧け業吾に巧頼し、お客様ご自身では行ねないでください。 

据え付け場所の選を及び標準据え付け例 

据え付けについでは、火災す防条例、電気設備に関する按術薑華などまちの薑華びあります。工事説明書（工事編） 
のけき(こま意しでいただきたいこと（まをのために必すお守りください）」をお読みになり、販売盾又は据え巧け業 
者とよくご相談ください。また、「標華据え巧け例」についでは、下図を参照しでください。 


標準据え付け例 


ス I -ーフ'の据え付けは下図を満足させる位置に取り巧けでください 





•側方障害物は、両測じあってもよいび給排気筒と障害物、可燃物との距離は 45 cm が上とっでください。 

•前ちに堀や建物びある場含は給が気筒先端と前ち障害物との胆離は目日 cm む上離し、かつ上ちおよび両側ちに気 
流を阻止する障害物びないよラにしでください。 ~ 

♦給が気筒下面は地面から20び〇1^上離すようにしてください。なお積雪地域では、給排気筒先端び雪でふさがれ 
るおそれのない高さを確保しでください。 


[マントルピースなどに設置ずる場ちのス I ^ープ周囲寸法] 




防义性能認証品ですので X 印のブをで設置できます。 

哉哥 

•テレビやラジオから1 m む上離しでください。 

參点検.手入れのためス I '^ーブをろの離隔距離は、左側 25cm な上、ち側 20cm む上にしでください。 

♦熱に弱いカーペットや巧の上で長時間使巧すると、変色したり、そり返ることが'あります。 

•木造の建物で壁にメタルラス張り、ワイヤラス張り、またはを属板張りをしである場所に給排気筒を通すとき 
は、それらのを属部(こ接しないよラに電気的絶縁をしでください。 _ 

参壁に巧をあける場含、壁の内部にある電気配線■ガス.水道の配管にあたらない場巧を還んでください。 
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•②下げで巧く 


中むにさせでください ①上げで巧< 



参遮熱板の取付方法 

1. 前面乃ードをおりはすします。 

図の①部を持ち上げで□ツド下側を巧さ、 
巧に ( D 部を下げで□ツド上側を巧くと、 

⑤前面方ードび手前【こ◎転しではすれます。 

2. 遮熱板を取り巧けまず。 

取り付ける□ツドの位置（下から5本目と 
7本目）と中/むを確認し、□ツドを少し 
巧しながら遮熱板をはめ込みます。 

ほラろラ加工を痛めますので、□ツドの 
押し過ぎにま意しでください。 


3. 前面ガードを取り巧けます。 

はすした時とは逆の手順で、□ッド上側 
から差泣み、持ち上げで下側を差込みます。 

•位置を間違えまずと、遮熱の効果か‘漫られません。 
正しく取り巧けでください。 


=ゾに入つ 
でいること 
を確認する 


給排気筒を延長ずる場合の注意 


参給排気筒を延長する場含は、 3 m 3 巧びりが下で取巧けられる場所を選定しでください。 


積雪地区における注意 


参積雪の多い地ちでは、積雪時に給が気筒び雪でふさがれないよラな取は場所を選定しでください。 
また、風びよどむよラな場所では、排乃スを再度吸い込んで不完全燃焼を起こすことびあります。 


据え付け後の確認 


据え付けか‘終わりましたら、ちラー度、工事説明書（工事編）の「特にを意しでいただきたいこと（を全のために必 
すお守りください） J をお読みになり、工事説明書（工事編）じ記載されでいるとおり据え付けられでいるかどラか 
を確認しでください。 

歷熱板の巧巧ち法 


♦遮熱板はス I -ーブ前面の巧面の温度上昇を防ぐをのでず。 

熱に弱いカーぺットや巧の上で長時間使用ずると、変色したりそり返ることがあ 
りまず。 

巧面の温度上昇び気になる場合、下図のように遮熱板を前面ガードに取り付けて 
ください。 

V _ J 



下から7本目 


下から5本目 
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試運転 

"*"' aMinniiiiiii iMuiMiiiuiiiLiiLii 111 n nniin 麵 讀麵 誦 誦 幽細 ii 風 厕顚靡 , ii Mrn in B ni un nnaMBiiiHnikAsiu^uwi—www, 

試運賠は販売店または据巧業者とごいつしよじ必すおこなつでください。 


■運乾準備 

参 を意 I電源 プラグをコン t ントに根元まで確実に差しこんでくださし、。 

参油タンクに給油し、送油経路の空気抜きをしでください。 

参送な経路やス I -- ブより油もれびないか確認しでください。 

•配管遠中にバルブなどびある場含には、を開にしでください。 

•をミお面器を亡ットしでください。（お旷定油面器のたット8ページ） 

参タイマー運乾になっていませんか。 


■循環液の給水方法 

1. 給水前に エアー 巧きバルフ'が'を開になつでいることを確認しでください。 
(工場出荷時には閲いであります。） 

必ずを開にしてください。 

2. ストーブ左側面の給水□扉を開き、給水ガイドを取り化しでください。 


3. シスターンタンクのキャップをはすし、給水ガイドを取り巧け、水位計の規定 
水位(上限水位)まで循環水（コ□ナ床暖房用循環液)を入れでください。 


4. 運嚴スイッチか了の」になっていることを確認しでください。 



5. 操作部の床暖の換スイッチを r ス I ^ーフ床暖 J に t ットしてくださし、。 

6. 操作部の床温調節ボタン「高パお j を同時(こ5秒間巧し続けでください 
♦循環ポンプが運乾を開始します。 

(表示部の巧暖表示部分び点滅します。） 




7. 器舅の左背面にある往きと戻り両ちの温水ジョイントのコックを「開"こしで 
ください。 

参2回路配管の揚含は、頂目7、8を1回路すつおこなつでください。 

8. シスターンタンクの水位が下がり始めますので上限か位まで循環液を給化し 



でください。 

(シスターンタンクの水位び下がらなくなるまで給水を続けでください。） 


コック間のとさ 



♦温水配营施工などめ関保で、エアーあきバルブではエアーが據げ寒らない 
場合は、巧のちまがありまず。 

温水往き□のユックを r 閱」にしで温水配管接続をはすし、3タクを開 
いで循環水をかしすつ流し、エアーを抜ぐ 
、(循環液びこぼれないようじ容器を思意しでください。） 



9. シスターンタンクの水位び下カタらなくなったら循環液の給水は終3です。 
給水ガイドをはすし、キャップを確実に締めをんでから給水ガイドを元に戻 
しでください。 
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♦運転は、ストーブ床暖房運転でおこない、正常に運乾することを確かめでください。 



1. 運転スイッチを巧しで「入」にしでください。 

♦ 「点义します」の音靑と同時に点义表示「点义します」か‘点なします。 

ミち意 I 巧めでお使いになるとぎは、耐熱蛋料などびおけで煙と臭いびで 

ます。おをあけで部屋の換気をしでください。 

参約2分を、点乂表示び消なし、燃焼表示が点のします。 

2. 温水配管経路に水ちれのないことを確認しでください。 

3. 異常びなければ义力調節つまみを「微か J 〜「大」に設定しでください。し 
ばらくしで床暖パネルび暖かくなることを確認しでください。 

参おのが態は、青い炎のかじいくらかの黄居い炎（ホ乂）び混じつでち異常 
ではありません。 

4. 2回路配管に部屋配管）の場ちは A 回路-已回路のそれぞれ温水往き□•温 
か戻り□び間違いなく配管されでいることを確認しでください。 


10.エアー抜きパルブを「則にしでくださし、。 
♦循環ポンプの運輯音び静か【こなります。 


11. 温水配管経路に、水ちれのないことを確認しでください。 

参運転の途中で床暖パネル等に水ちれびあった場合は、操が部の床暖切換ス 
イツチを「ストーブ単独 J にしでください。循環ポンプび停止しまず。 

(表示部の床暖表示部分は点滅したままです。） 

ふたたび運乾を開始する時は床暖の換スイッチを「ストーブ床暖」にしでく 
ださい。 

12. 異萬のないことを確認したら完3ですので操が部の床温調節ボタン「高」「ほ J 
を同時に巧しでください。循環ポンプか’停止します。 

(表示部の床暖表示部みが消なします。） 


m ， 

杉 


運転 
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■消乂の手順 

ストーブ帝暖房蓮転^ 

•運転スイッチを巧しで「枯1」じしでください。 

「消乂します」の音声と同時に燃焼表示び'消なし、消火表示「消乂します」 
び点灯します。 

•ミ肖乂をは本体内部び冷る P するまでち風‘循環を継続し、約10分後に巧流 
巧送風機、循環ポンプか’停止します。 



♦正常運転しない場合は、21〜22ぺージ「被障-巽常の見分け方と姐置ちま」を参照しでください。 

参保守.点検.長賴間の保管などのために循罵水を旅く場合は、エアー抜きバルブを謂いておこない、エアー 
巧き配管の水のが水をしでください。 

♦長期間の保管後' 再び設置する場さち「試運乾 J の手順にしたびい試運乾をおこなつで<ださい。 


ーメモー 
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FAX(029)241-4268 
FAX(047)312-8338 
FAX か 4 が 651-6370 
FAX(029)836-1913 


FAX(045)852-5540 
FAX(045)852-4 呂 18 
FAXC042)53 1-0496 
FAX(042)531-6776 
FAX(055)268-1569 
FAX(055)2B8-1571 


FAX(027)361-9139 
FAX(027)364-3228 
FAX(028)632-5205 
FAX の 2 の 610-4607 
FAX(0275)38-5508 


FAX(0 巧が 35—851 谷 
ド AX(0256)32—2137 
FAX(025)286-3313 
FAX(026)221-0039 
FAX(026)221-1039 
FAX わ 255)72-5696 
FAX(02 技 3)2 日一 9961 


FAX(07 か 260-0775 
FAX(076)260-0738 
rAX(076)444-06n 
FAX(0 フ 76、23-0580 


FAX(052)3S1-1266 
FAX の 52)381-5244 
FAX の 54)233-0006 
ド AX(058)268—7550 
FAX(059)234-8472 
FAX(055)968-6212 
FAX の 564)25-1726 


FAX の 6)6386-7262 
FAX [06)6386-5688 
FAX (0 S 7)835 — 01 扫〇 
rAX (075)643-0870 
FAX (078)922-2438 
FAX (0749)26-2116 
rAX (0773)23-7592 


FAX(082)871-3306 
FAX(082)871-0272 
FAX(086)243-7^91 
FAX(08 日 9)23-070 日 
FAX わ 834)22-5589 


FAX(092)474-5775 
FAXto92)474-6414 
FAX の 93)592—8666 
FAX(099)281-1252 
FAX(096)369-6323 
FAX(095)882-7767 
FAX(0985)25-0685 
FAX(097)523-5162 
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